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新総合計画の構造と基本構想策定のプロセス

2009年（平成21年）１１月１日

経営企画部経営企画課

第3回地域経営戦略100人委員会

Ⅰ 新総合計画の構造 － p  2

Ⅱ 基本構想策定のプロセス － p  8

Ⅲ 議論整理のツール － p 17
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Ⅰ 新総合計画の構造

1-1 新総合計画の構造

1-2 新総合計画づくりのふじさわモデル

2-1 基本構想の役割

2-2 基本計画の役割

2-3 実施計画の役割

2 基本構想・基本計画・実施計画の役割

1 新総合計画の構造

－ p 4
－ p 3

－ p 5
－ p 6
－ p 7



第第33回回地域経営戦略地域経営戦略100100人委員人委員会会

31-1 新総合計画の構造

未来へ向けた“構想”

・方向性を示すもの。「未来の藤沢らしさ」の“構想（＝見通し）”

・2011年度～2030年度（20年間）を見通す。

・より具体的に取り組むことを検討する「基本計画」「実施計画」の方向性を示す。

①基本構想

“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・基本構想と実施計画をつなぐもの
- “基本構想”を念頭においたときの、具体的な「課題」を扱うための“計画”
- “実施”をする際の“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・地域まちづくり計画（地域ごとの課題や指標・方向性等）
・政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理等」の方針を示す。
・基本計画と実施計画をつなぐ中長期財政計画ビジョンの方針を示す。
・12年間（3年ごとのローリング）を想定。

②基本計画

“実施”するための計画

・“基本計画”を達成するための“実施”の計画
① 市域全体の実施計画
② 地域経営実施計画（13地区別のまちづくり実施計画）
③ 短期財政計画（３年）

・3年間の計画（1年ごとの事業と財政計画の見直し）＝社会状況の急激な変化等への対応

③実施計画
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理念と目標の共有理念と目標の共有

1-2 新総合計画づくりのふじさわモデル

・試行錯誤の実践を促すためのもの

・市民生活や課題の現状を常に確認しながら、行政も地域も

試行錯誤をする（＝地域経営をするための計画）

・地域経営・市民主体のまちづくりのツール（役割）

基本構想 基本計画 実施計画

都
市
ビ
ジ
ョ
ン
・
都
市
像

基
本
目
標
・
重
点
戦
略
テ
ー
マ
等

財
政
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
等

施
策
の
体
系
・
進
捗
管
理

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

実施計画【行政】

【地域経営会議】

地域経営実施計画

13地区別
まちづくり実施計画

財
政
計
画

財
政
計
画

ふじさわモデルふじさわモデルふじさわモデル
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52-1 基本構想・基本計画・実施計画の役割

①基本構想の役割

未来へ向けた“構想”

・方向性を示すもの。「未来の藤沢らしさ」の“構想（＝見通し）”

・2011年度～2030年度（20年間）を見通す。

・より具体的に取り組むことを検討する「基本計画」「実施計画」の方向性を示す。

ポイント

★「藤沢らしさ（現在、未来）」「藤沢全体の強み・弱み（現在、未来）」「地区ごとの実感」など
から考えるもの。特に、未来を見据えること、未来から考えることが大切。

★ できるだけ鮮度が良い、幅の広い素材（観点）をたくさん出すことが必要。

100人委員会からは：（全市的な観点も念頭に）地域・生活の実感に基づく素材を提供

地域経営会議からは： 地区ごとの課題や実感にもとづく素材を提供

市役所（わいわい・がやがや・わくわく会議）での検討からは：いま取り組んでいる活動の

実感から素材を提供

市役所の庁内新総合計画検討会議からは：将来予測に基づく課題抽出の素材を提供

⇒ 総合計画審議会が幅広く、新鮮な素材を集めて、切れ味よくまとめていき、さらに関係者協働で

磨き上げる



第第33回回地域経営戦略地域経営戦略100100人委員人委員会会

62-2 基本計画の役割

②基本計画の役割

ポイント

★ 未来像を実現するための「課題（＝改善すること＆伸ばすこと）」を様々な立場から徹底的に洗い出す

★ 政策・施策の重点化と目標の設定のためにメリハリある形で整理する

★「課題」の現状を評価できるようにする（＝指標づくりを行う）

⇒ 計画（Plan）は、実施（Do）→評価（Check）→改善（Action）→計画→…の
持続的なサイクルにつなげるもの。基本計画の段階から評価と改善ができるように設計する。

⇒ 「指標づくり」＝共通の目標を持つことで、様々な主体が地域協働で評価できるようにする。

★ 各地域の特徴を反映した「地域まちづくり計画」を位置づける

⇒ 地域ごとにも「課題」や「指標」の特徴を検討する

★ 政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理」システムを位置づける。

★基本計画と実施計画の関連性をはかるための、中長期財政計画ビジョンを位置づける。

“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・基本構想と実施計画をつなぐもの
- “基本構想”を念頭においたときの、具体的な「課題」を扱うための“計画”
- “実施”をする際の“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・地域まちづくり計画（地域ごとの課題や指標・方向性等）
・政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理等」の方針を示す。
・基本計画と実施計画をつなぐ中長期財政計画ビジョンの方針を示す。
・12年間（3年ごとのローリング）を想定。
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72-3 実施計画の役割

③実施計画の役割

ポイント

★ 基本計画を実現するための実施計画をつくる。

① 市域全体の実施計画

② 地域経営実施計画：13地区別のまちづくり実施計画

★ 「課題」の解決に向けて、全市と地域・テーマの相乗効果を促すことも大切。

- 相互に学びあう工夫、全市的な相乗効果を出す工夫、魅力を発掘して伸ばしていく工夫など

★ 短期財政計画（３年）を位置づけ、基本計画と実施計画の連携をはかる。社会経済状況の変化

に迅速に対応する視点から、１年ごとに事業と財政計画を見直す。

“実施”するための計画

・“基本計画”を達成するための“実施”の計画
① 市域全体の実施計画
② 地域経営実施計画（13地区別のまちづくり実施計画）
③ 短期財政計画（３年）

・ 3年間の計画（1年ごとの事業と財政計画の見直し）＝社会状況の急激な変化等への対応
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Ⅱ 基本構想策定のプロセス

1-1 基本構想策定のプロセス

2-1 「課題」と「らしさ」「強み・弱み」

「地区ごとの実感」の抽出（Step0～Step1）

2-2 「らしさ」と「課題」の領域設定と分類

（Step2）

2-3 基本構想の「切り口」と「軸」の設定

（Step3）

2-4 藤沢が目指す「まちづくりの方向性」

の設定（Step4）

2-5 基本構想の構成・柱立ての検討（Step5）

2-6 基本構想の「起草」（Step6）

2-7 関係者との協議（Step7）

2 各ステップの活動

1 基本構想策定のプロセス

－ p 13

－ p  9

－ p 10

－ p 11

－ p 12

－ p 14
－ p 15

－ p 16
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91-1 基本構想策定プロセス

「現状の生活実感からの思いと将来予測」から、起草までをStep０～７の８ステップに区分し、総

合計画審議会が幅広く新鮮な素材を集めて、切れ味よく「基本構想案」をまとめる。

地域経営戦略100人委員会、市民1000人討論などの関係者と協働で構想を磨き上げる。

基本構想策定のプロセス

（素材提供）（素材提供） Step7Step7

関係者関係者
協議協議

Step6Step6

起草起草

Step5Step5

基本構想の基本構想の
柱立て柱立て
の設定の設定

未来の未来の
藤沢の藤沢の

目指すべき目指すべき
まちづくりのまちづくりの
方向性を方向性を
設定設定

Step4Step4Step3Step3

未来を見据える未来を見据える
まちのまちの

アイデンティティとアイデンティティと
オリジナリティからのオリジナリティからの

「切り口」「切り口」

将来展望の将来展望の
実務レベルの実務レベルの
政策の柱に政策の柱に
つながるつながる
「軸」「軸」

Step2Step2

「らしさ」「強みと「らしさ」「強みと
弱み」「地区ごと弱み」「地区ごと
の実感」の領域の実感」の領域
設定と分類設定と分類

課題等の領域課題等の領域
設定と分類設定と分類

Step1Step1

「らしさ」「強み「らしさ」「強み
と弱み」「地区と弱み」「地区
ごとの実感」ごとの実感」

の抽出の抽出

課題抽出等課題抽出等

Step0Step0

現状の現状の
生活実感生活実感
からのからの
思い思い

将来予測将来予測

・・100100人委員会人委員会

・地域経営会議・地域経営会議
・わいわい・・わいわい・
がやがや・がやがや・
わくわく会議わくわく会議

・庁内新総合・庁内新総合
計画検討計画検討

会議会議

課題の深堀・整理・指標化は基本計画へ課題の深堀・整理・指標化は基本計画へ

課題の深堀・整理・指標化は基本計画へ課題の深堀・整理・指標化は基本計画へ
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102-1 「課題」と「らしさ」「強み・弱み」「地区ごとの課題」の抽出

•藤沢らしさ（現在・30年後の将来）

•藤沢全体の強み・弱み（現在と将来）

•地区ごとの実感（自慢・魅力・課題）

現状の生活実感か
らの思い

将来予測・展望

現状と将来予測に基づき、「現状の生活実感」の思いからは「藤沢らしさ（現在・30年後の将来）」

「藤沢全体の強み・弱み」「地域ごとの実感（自慢・魅力・課題）」を読み解く（定性的分析課題）

「将来の予測」からは、実務者の視点から、社会環境の変化から生じる課題を読み解く

（定量的分析課題）

[Step0～Step1][Step0～Step1]

・地域経営戦略
100人委員会

・地域経営会議
・わいわい・がや

がや・わくわく
会議

課題の深堀・整理・課題の深堀・整理・
指標化は基本計画へ指標化は基本計画へ

・庁内新総合計画
検討会議

•社会環境の変化を踏まえた、実務ベースの分析・

課題抽出

「らしさ」等から基本構想
の策定に向けた方向性を描
く素材へ⇒Step2へ

課題の深堀・整理・課題の深堀・整理・
指標化は基本計画へ指標化は基本計画へ

課題等は基本構想の施策の課題等は基本構想の施策の
柱立ての素材へ柱立ての素材へ⇒Step2へ
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112-2 「らしさ」と「課題」の領域設定と分類

①都市力と魅力 ②次世代への継承
③生活実感・課題 ④３０年後の未来

⑤地域の魅力 ⑥地域経営

定性的分析課題

定量的分析課題

生活実感にもとづく「藤沢らしさ（現在・30年後の将来）」「藤沢全体の強み・弱み」「地域ごとの

実感（自慢・魅力・課題）」と実務視点からの「将来予測からを読み解く課題」から抽出された

「新鮮な素材」を、領域設定を行い、分類する。

領域ごとに分類され「収束された素材」から、20年後、30年後を見通し、基本構想の方向性の

ヒント、イメージを読み解いていく。

[Step2][Step2]

・藤沢らしさ
・藤沢の強み・弱み
・地域ごとの実感

・庁内新総合計画
検討会議

⑦子育て ⑧教育 ⑨安全・安心
⑩健康・福祉・医療 ⑪環境 ⑫産業
⑬都市基盤 ⑭芸術・文化
⑮共生と協働 ⑯地域主権と広域連携
⑰都市経営

基本構想の策定に向けた未
来。将来の見通しへ
⇒Step3へ

基本構想の施策の方向性へ基本構想の施策の方向性へ
⇒Step3へ

地域別まちづくり計画へ地域別まちづくり計画へ
（基本計画）（基本計画）
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①共に生き、共に創る社会を創出する
②経済成長にかわる「新しい価値」を創造する
③協働型の新しい都市経営システムを構築する
④市民と創る「小さな政府」（地域主権と広域都市連携）
⑤未来に引き継ぐ環境と公共財産
⑥一生安全で安心して暮らせるまちづくり
⑦次世代の「藤沢っ子」を育む環境づくり
⑧透明でクリーンな市民との情報共有

①子や孫やまだ見ぬ次世代へ藤沢の未来を贈る
②藤沢の「強み」を発展させ、「弱み」を克服する藤沢力
③市民活動により、地域が成長する「草の根経済力」を発掘する
④多様性と融合性が織りなす、きらめく資産を次世代へ継承する
⑤市民ひとり一人の発信力・行動力をまちづくりにつなげる
⑥画一性を排除し、地域の個性・文化を創造性あふれる地域力を導く
⑦藤沢らしい「生活スタイル」を育む

2-3 基本構想の「切り口」と「軸」の設定

切れ味のよい
独創的な

「切り口」

共創力と実行力を
導き出す
「軸」

１７領域ごとに分類した「収束した素材」について、市民の目線である①藤沢の３０年後の未来や

藤沢のもつアイデンティティとオリジナリティなどから「切れ味」のよい、独創的な都市ビジョン・

将来像等を描くための「切り口」を設定する。

１７領域ごとに分類した「収束した素材」から、本市が目指すべき将来像やまちづくりの理念を策定

するための目標化・施策の柱立ての方向性につながる「共創力」と「実行力」を導き出す「軸」を

設定する。

[Step3][Step3]

⇒
Step4へ

≪≪1010年後に生まれた子が年後に生まれた子が2020歳になったとき≫歳になったとき≫

≪≪3030年後・年後・2020年後・年後・1010年後に解決しなければならない課題に布石を打つ年後に解決しなければならない課題に布石を打つ≫≫
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132-4 藤沢が目指す「まちづくりの方向性」の設定

切れ味のよい
独創的な

「切り口」

共創力と実行力を
導き出す
「軸」

「らしさ」と「課題」抽出の領域設定と分類により「収束された素材」から、基本構想の方向性、

ヒント、イメージを読み解き（Step2）、基本構想の「切り口」と「軸」（Step3）から基本構想の

都市ビジョン・将来像や、目標化、政策の柱立ての方向性を導き、「藤沢が目指すまちづくりの方向

性」を設定する。

[Step4][Step4]

⇒
Step5へ

（Step3）

「らしさ」と「課題」
の領域設定から

読み解く方向性・
ヒント・イメージ

（Step2）

藤沢が目指す
まちづくりの

方向性

都市ビジョン

政策の柱立て

将来像

目 標
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142-5 基本構想の構成・柱立ての検討

基本構想の構成と柱立てのイメージ

「一生住み続けたいまち 湘南藤沢」の実現を図るための、本市が目指すべき将来像やまちづくりの

理念、基本目標や施策の体系、基本計画・実施計画の方向性などの「構成と柱立て」を検討します。

基本構想は、単なる行政計画ではなく、三層構造の仕組みによる“検討プロセス”や、地域主体の

まちづくりの担い手である地域経営会議による“実践活動”を視野に、市民・ＮＰＯ・企業・行政…

が協働で、地域経営や市民主体のまちづくりを進めるための“ツール”として位置づける。

基本構想は、従来型の「都市像・基本理念・基本目標」の構成にこだわらず、藤沢の「創造的協働」

の視点から、新しいスタイルを位置づける。

[Step5][Step5]

• 創造的協働まちづくり宣言
• 目指すべき都市ビジョンと
将来都市像

• まちづくりの理念
⇒
Step6へ

• まちづくりの重点戦略
• まちづくりの目標（政策の体系）

• 基本構想と基本計画・実施計画の関係の方向性
• 進捗管理、総合計画と財政計画の方向性



第第33回回地域経営戦略地域経営戦略100100人委員人委員会会

152-6 基本構想の「起草」

基本構想のまちづくりの方向性及び基本構想の「構成と柱立て」にもとづき、基本構想の起草を行う。

総合計画審議会に「（仮称）起草部会」を設置する。

[Step6][Step6]

⇒
Step7へ

藤沢が目指すまちづくりの方向性

都市ビジョン

政策の柱立て

将来像

目 標

基本構想の構成と
柱立てのイメージ （

仮
称
）
起
草
部
会

総
合
計
画
審
議
会
（
会
議
）

新総合計画新総合計画
基本構想基本構想
（素案）（素案）
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162-7 関係者との協議

起草による「基本構想（素案）」は、総合計画審議会と地域経営戦略100人委員会との合同協議、

パブリック・コメント、藤沢市議会議員全員協議会、市民1000人討論などを通じて、意見・提案を

いただき、「基本構想（案）」へと磨きあげる。

[Step7][Step7]

市民1000人討論
（討論型世論調査）

市民力市民力

パブリック・コメント

市民経営市民経営

総合計画審議会

庁内組織

地域経営戦略地域経営戦略
100100人委員会人委員会

地域力地域力

合
同
協
議

合
同
協
議

意
見
・
報
告

意
見
・
報
告

意見意見

地域経営会議地域経営会議

新総合計画新総合計画
基本構想基本構想
（案）（案）

新総合計画新総合計画
基本構想基本構想
（素案）（素案）

市議会市議会

議員全員議員全員
協議会協議会
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Ⅲ 議論整理のツール

3-1 問題からの発想

（ Logic Model Components ）

3-2 プロジェクト：問題から計画へ

3-3 参考：問題の分析

3-4 マネジメント：計画から経営へ

（地域経営による高い成果（アウトカム）の実現）

－ p 18

－ p 19

－ p 21

－ p 22
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183-1 問題からの発想 Logic Model Components

Problem Statement
その計画が解かなければならない問題の記述

Goal
その計画が達成すべき目指すべき目標

rationale

論理的な根拠

仮定

Assumptions

Resources

利用できる
資源

Activities

活動

Output

活動結果

Outcome

もたらされ
る成果

External Factors
外部要因

Johns Hopkins、 Bloomberg School of Public Health
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193-2 プロジェクト：問題から計画へ

問題設定

目標

根拠

仮定

資源 活動 結果

短期の
成果

中期の
成果

長期的成果

Sone、 Long-term City Planning、
2009
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困っている「状況」
状況が発生している「原因」
現状の何を変革するべきかという「課題」
課題を解決するための具体的な「懸案」

困った状況

Trouble
原因

Problem
懸案

Question
課題
Issue

Trouble
Problem      
Issue        
Question

①生活実感からの分析

②課題の分析

3-3 参考：「問題」の分析

＜問題とは何か＞
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②ソーシャル・キャピタル（SC）の蓄積②ソーシャル・キャピタル（SC）の蓄積

21

行政機関

市民団体

市民個人 インプット
（資源）

インプット
（資源）

アウトプット
（活動）

アウトプット
（活動）

インプット
（資源）

インプット
（資源）

アウトプット
（活動）

アウトプット
（活動）

インプット
（資源）

インプット
（資源）

アウトプット
（活動）

アウトプット
（活動）

インプット
（資源）

インプット
（資源）

アウトプット
（活動）

アウトプット
（活動）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム

企 業

3-4 マネジメント：計画から経営へ
（地域経営による生産性の高い成果（アウトカム）の実現）

① 高いアウトカム（成果）を実現するには…
アウトカムは多様な主体による「アウトプット提供」の相乗効果によって実現
→ 効果的な自発的協力関係と役割分担による生産性の向上が必要

①

② アウトカムを実現する生産性を上げるには…

SCが蓄積すること で 自発的協力関係 と 効果的な役割分担 を
生み出しやすくなる ＝ 高いアウトカムを実現する生産性が上がる

＝ 地域経営の力

ＳＣとは、人と人のつながり、及び
そこから生じる信頼性と互酬性の
規範のこと。
人々の自発的協力関係を導くもの。

地
域
経
営
の
サ
イ
ク
ル



地域経営戦略100人委員会（Team238）活動計画

～ 基本計画編 ～

平成21年11月1日

第３回 地域経営戦略100人委員会

１．基本計画とは － P.02

２．基本計画づくりの流れ【集める】 “気づき”の収集と深掘り（11月-2月） － P.05

３．基本計画づくりの流れ【読み解く】 「ふじさわ未来課題」の設定（2月-3月） － P.12

４．基本計画づくりの流れ【メリハリ】 「注目・ふじさわ未来課題」の調査（4月） － P.16

５．基本計画づくりの流れ【指標づくり】「まちづくり指標」の設定（5-6月） － P.20

６．基本計画づくりの流れ【まとめる】 「地域まちづくり計画」として記述（7月） － P.24
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１．基本計画とは

2

1-1．新総合計画の構造 － P.03

1-2．基本計画の役割 － P.04
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1-1．新総合計画の構造 3

未来へ向けた“構想”

・方向性を示すもの。「未来の藤沢らしさ」の“構想（＝見通し）”

・2011年度～2030年度（20年間）を見通す。

・より具体的に取り組むことを検討する「基本計画」「実施計画」の方向性を示す。

未来へ向けた“構想”

・方向性を示すもの。「未来の藤沢らしさ」の“構想（＝見通し）”

・2011年度～2030年度（20年間）を見通す。

・より具体的に取り組むことを検討する「基本計画」「実施計画」の方向性を示す。

①基本構想①基本構想

“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・基本構想と実施計画をつなぐもの
- “基本構想”を念頭においたときの、具体的な「課題」を扱うための“計画”
- “実施”をする際の“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・地域まちづくり計画（地域ごとの課題や指標・方向性等）
・政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理等」の方針を示す。
・基本計画と実施計画をつなぐ中長期財政計画ビジョンの方針を示す。
・12年間（3年ごとのローリング）を想定。

“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・基本構想と実施計画をつなぐもの
- “基本構想”を念頭においたときの、具体的な「課題」を扱うための“計画”
- “実施”をする際の“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・地域まちづくり計画（地域ごとの課題や指標・方向性等）
・政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理等」の方針を示す。
・基本計画と実施計画をつなぐ中長期財政計画ビジョンの方針を示す。
・12年間（3年ごとのローリング）を想定。

②基本計画②基本計画

“実施”するための計画

・“基本計画”を達成するための“実施”の計画
① 市域全体の実施計画
② 地域経営実施計画（13地区別のまちづくり実施計画）
③ 短期財政計画（３年）

・ 3年間の計画（1年ごとの事業と財政計画の見直し）＝社会状況の急激な変化等への対応

“実施”するための計画

・“基本計画”を達成するための“実施”の計画
① 市域全体の実施計画
② 地域経営実施計画（13地区別のまちづくり実施計画）
③ 短期財政計画（３年）

・ 3年間の計画（1年ごとの事業と財政計画の見直し）＝社会状況の急激な変化等への対応

③実施計画③実施計画

2009/8-9に素材づくり、2009/12-
2010/1は審議会等との合同協議も行う

2009/11－2010/7頃



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

１-2 基本計画の役割

ポイント

★ 未来像を実現するための「課題（＝改善すること＆伸ばすこと）」を様々な立場から徹底的に洗い出す

★ 政策・施策の重点化と目標の設定のためにメリハリある形で整理する

★「課題」の現状を評価できるようにする（＝指標づくりを行う）

⇒ 計画（Plan）は、実施（Do）→評価（Check）→改善（Action）→計画→…の
持続的なサイクルにつなげるもの。基本計画の段階から評価と改善ができるように設計する。

⇒ 「指標づくり」＝共通の目標を持つことで、様々な主体が地域協働で評価できるようにする。

★ 各地域の特徴を反映した「地域まちづくり計画」を位置づける

⇒ 地域ごとにも「課題」や「指標」の特徴を検討する

★ 政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理」システムを位置づける。

★基本計画と実施計画の関連性をはかるための、中長期財政計画ビジョンを位置づける。

基本計画の役割：“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・基本構想と実施計画をつなぐもの
- “基本構想”を念頭においたときの、具体的な「課題」を扱うための“計画”
- “実施”をする際の“基本（＝土台・基盤）”となる計画

・地域まちづくり計画（地域ごとの課題や指標・方向性等）
・政策・施策のＰＤＣＡサイクルの「進捗管理等」の方針を示す。
・基本計画と実施計画をつなぐ中長期財政計画ビジョンの方針を示す。
・12年間（3年ごとのローリング）を想定。

4
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２．基本計画づくりの流れ【集める】

～“気づき”の収集と深掘り（11月-2月） ～

5

2-1．① “気づき”の収集 － P.06

2-2．② “気づき”の深堀り － P.07
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2-1．①“気づき”の収集

◆ 目的

“気づき（＝生活実感や活動実感）”について、藤沢市民の皆さんの

実感を丹念に洗い出し、実態を捉える

6

◆ 方法

地区ごと・活動領域ごとに、誰に・どのようにして“気づき”を聞くか

を検討し、実施する。

例）

・共通の調査票を町内会などで配布して書いてもらう

・書いてもらいたい方を検討して、お願いをする

・これまでに行ってきた調査などを再度確認して、調査票に書き出す

・市民委員が日常的に持っていて、気づいたとき、対話したときに書き留めておく

・似たような経験を持っている人にあつまってもらい、調査票の内容に従って、話し合ってもらう

（記録を箇条書きで作成）

・ポストイットを使って話しあう日を設定して、集まってもらう など
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（参考）“気づき”の集め方 7

定例会

・ 情報の集約と交換

・ ノウハウの集約と交換

定例会

・ 情報の集約と交換

・ ノウハウの集約と交換

茶話会

地域
関係者

家

アンケート調査

待合室

など

日常の気づきメモ

友達との井戸端会議など

電子会議室

WEBサイト

インタビュー

日常の気づきのメモ

！
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2-2．②“気づき”の深堀り

◆ 目的

委員自身による“気づき”や、地区で調べたことなどを深掘りし、

実態をより深く理解する、解きほぐす。

※ すべての“気づき”に対してではなく、いくつかを抽出して実施。

8

◆ 方法

地区ごと・活動領域ごとに、誰とどのようにして深掘りをするかを

検討し、実施する。

例）

・ 「気づきの深掘りシート」をもって、様々な方と話し合って、書き出す

・委員が日常で気になったこと・聞いたことを深掘りする

・地区や領域で集まり、話し合いながら深掘りシートを作成する

・深掘りをしていただくと、示唆が得られそうな方にお願いして、何枚か記述してもらう など
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（参考）課題とは？

◆ 課題とは？

・課題とは，将来像や目標に向かう際に，追求・行動すべきことです。

・それは，①現状をカイゼンするもの、②現状の良さ・魅力を伸ばすもの

の2種類あります。

・現状（気づき）から，原因や背景を分析（深掘り）し，課題を導き出す

ことを丹念に行っておくことで，根拠だった計画策定や、活動・事業の

実施を円滑に進めることができます。

9

きっかけきっかけ 理想の姿理想の姿原因・背景原因・背景 課 題課 題気づき気づき気づき
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“気づき”の深掘り（例）

子どもが安心して遊べる場所がない

小学生になった子どもが，放課後家の中でゲームばかりしているのを見

たとき。

10

きっかけきっかけ

理想の姿理想の姿

・同じ年代の子どもが自然と集まるような場所がない。
・近くの公園に不審者が出たという話があり、こわい。
・子どもがゲーム以外の遊びを知らない。

原因・背景原因・背景

・学校が終わった子どもたちがみんなで遊べるような空間があり、信頼
できる大人の目もある程度届きながら安心していられる場所がある。

・上の年代（中高生～大人を含む）ともコミュニケーションしながら、
遊びや勉強を教えてもらえる場がある。

・公園でも安心して遊ぶことができる。

課題課題
・公民館で小学生向けの講座をたくさん開く。習い事とは違って遊び

感覚で（安く）楽しめるもの。
・公園に出かけてきている高齢者の方々に、子どもを見守るという事業

を持っていただき、積極的に来てもらえるよう呼びかける。

気づき気づき気づき
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「課題の深掘り」の進め方＠100人委員会

まず“気づき”を設定して…

11

きっかけきっかけ 理想の姿理想の姿

① まず，一人ひとりで ふせん に思ったことを書き記します。

原因・背景原因・背景 課 題課 題

② 発表をしながら模造紙に貼ってください。〔ほかの方はコメントせず，聞いてください。〕

③ 似たものをグループにして，ひとつにまとめてください。〔グループは複数できて良い。〕

これを「きっかけ」から順番に行います。

今回は時間も限られていますので，「原因・背景」「理想の姿」「課題」の段階では，それぞれ，
前の段階のものから1つ選んで検討してください。

気づき気づき気づき



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

３．基本計画づくりの流れ【読み解く】

～ 「ふじさわ未来課題」の設定（2月-3月） ～

12

3-1． ③“気づき”の整理・分析・集約 － P.09



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

3-1．③“気づき”の整理・分析・集約

◆ 目的

幅広く丹念に集めた“気づき”や、深掘りした“気づき”について、

整理・分析をし、共有しやすいように集約する

13

◆ 方法

１．類似発言・共通発言の集約

２．“気づき”の論理構造（ロジック）を検討した上で、「ふじさわ未来

課題」として集約

３．それぞれの「課題」がどういった発言と結びついているのかを残して集約

４．「マス目（マトリックス）」に整理

※ 課題とは「カイゼンすること」と「良さを伸ばすこと」の両方の意味をもつ。

地域として実現したいこと（アウトカム）である。



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

（参考）青森市「まちなかマーケティング市民委員会」では…

気づき調査で7480件の生活価値を抽出

１次分類（250件に整理）

マトリックス分類１（生活場面×価値項目に分類）

マトリックス分類２（表現整理：85項目）

分
析
作
業

総
点
検
作
業

メリハリ付け：地域の生活者が求める生活価値（アウトカム）の重み付け

市民委員と慶應義塾大学が協働で各種の調査活動・分析活動を推進

14



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

（参考）青森市 生活者が指摘する「まちなかの“生活価値”」85項目

安心だ 楽しい お手頃・気軽・楽ちんだ つながり ためになる・役に立つ

買
う

1)思い立ったとき買い物に出かけやすい

2)安全で質のよいものを選べる・買える

3)ギフトも、お総菜も、お土産も買える

4)通いなれたまち、なじみのお店で買え

る

1)いろいろなお店や品物と出会える

2)新しい流行、ファッションがわかる

3)なじみのお店で楽しく買い物できる

1)「ついで買い」がしやすい（散歩しな

がらなど）

2)「とっさ買い」がしやすい（夕食前も後

も、会合の前後、仕事帰りなど）

3)「ちょっと買い」や「出来合いもの買

い」がしやすい

1)なじみのお店がある・融通が利く

2)おまけやスタンプ、いろいろなサービ

スをしてもらえる

3)お店で会話を楽しみ時間をつぶせる

4)子どもといっしょに買い物ができる

1)よいもの、新しいもの、珍しいものな

どが買える

2)品物やサービスに詳しくなれる

3)新しい店、変わった店、きれいな店

が見つかる

食
べ
る

5)一人でも大勢でも子連れでも食事がで

きる

6)地域の豊かな山海の幸を食べられる

7)安全で質の良い食材を食べられる

4)食べ歩きを楽しめる

5)友だちや家族とくつろいで食事を楽

しめる

6)おしゃれな会食が楽しめる

7)和洋中いろいろな食事を楽しめる

4)出前や会食、屋台やファストフード、

いろいろな形で食事できる

5)料理や値段の幅が広く、お手頃なも

のがある

6)季節感やおしゃれさ，気分に合わせ

た食事ができる

5)なじみの店で食事ができる

6)友だちや家族といっしょにくつろいで

食事ができる

7)郷土食や地域の食材を使った食事

ができる

4)レストランから手軽な屋台まで、目的

や時間にあわせて食事ができる

5)高級・Ｂ級、予算にあわせていろいろ

なメニューを楽しめる

6)にぎやか、しんみり、おしゃれ、気分

にあわせて食事ができる

遊
ぶ

8)子どもが元気に遊べる場所があること

9)夏でも冬でも、朝でも夜でも遊べる

10)屋内でも屋外でも遊べる

11)まちの緑や海を楽しみながら遊べる

8)いろいろな楽しみ、遊びができる

（映画もネットカフェもつりもヨットも）

9)いつでも、四季折々に楽しみがある

（ねぶたも雪祭りも）

10)いろいろな友人と趣味や遊びを楽

しめる

7)ふだん、お気軽に時間をつぶしてい

られる

8)お祭りやイベントに足を運びやすい

9)一人でも、友だちや家族といっしょで

も楽しめる

8)趣味や同好の仲間を作りやすい

9)身近な地域の祭りやイベントがある

10)いろいろな世代の人が集まってくる

11)子どもたちの遊ぶ声や姿がある

7)趣味を始めたり同好の集いを開きや

すい

8)ねぶたなどを毎日楽しみ自慢できる

9)映画やイベント・コンサートを楽しめ

る

学
ぶ

12)先生や親の目がゆき届いている

13)まちの人が子どもに気軽に声をかけ

てくれる

14)教育・文化の施設に行き来しやすい

11)図書館で静かに知的に楽しめる

12)同じ目的で学ぶ人と出会える

13)青森をよく知る機会が多い

10)図書館など文化施設や教養講座に

行きやすい

11)気軽に読書していられる（図書館も

喫茶店も）

12)遊んだり楽しみながら学びやすい

12)子どもも大人もいっしょに学んだり

お稽古をしやすい

13)ふだんからまちの文化に触れられ

る

14)図書館や学校が近くて集まりやす

い

10)学校、進学塾、図書館など学ぶ環

境が充実している

11)趣味や専門の勉強を続けやすい

12)流行やファッションを知りやすい

13)歴史や文化、アートに親しみやすい

住
む

15)ご近所の底力がある（商店街や町

会）

16)病院や働く場所が近くて安心できる

17)冬の暮らしの負担（雪かき）が小さい

18)何かのとき近くの誰かに相談しやす

い

14)青森らしい祭りやイベントが近くで

ある

15)身近な風景に青森らしさがある

16)子どもたちや若者とふれあえる

17)冬も歩きやすく、暮らしを楽しめる

13)バス・電車にも、自転車にも乗りや

すい

14)歩く範囲でたいがいの用が足せる

15)近くに病院や働く場所がある

16)天候や季節をあまり気にしなくてい

い

15)まちの人が優しく、地域を好きな人

が多い

16)いろいろな世代や地域の人と知りあ

い交流できる

17)他人とほどよいふれあいができる

14)新しい発見や驚きがある

15)いろいろな気分転換ができる

16)自然、季節を感じながら暮らせる

17)住みたい、住み続けたいと思える

15



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

４．基本計画づくりの流れ【メリハリ】

～ 「注目・ふじさわ未来課題」の調査（4月） ～

16

4-1． ④ 「ふじさわ未来課題」のメリハリ調査（市民アンケート） － P.14



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

4-1． ④「ふじさわ未来課題」のメリハリ調査（市民アンケート）

◆ 目的

アンケート調査を通じて、「ふじさわ未来課題」を重み付けするすべての

「課題」について、同時に対応するのは困難であるため、まず注目すべき

「課題」を抽出する

17

◆ 方法

■調査内容

市民や実践活動を行っている方などに配布するアンケート調査を通じて、各「課題」

についての「実現度（または、満足度）」と「重視度（大切さ）」を把握する

■対象者

市民全般：3000名程度（無作為抽出。13地区ごと・世代ごとなど）

実践活動に携わっている方：100人委員会・地域経営会議・市役所で推薦・依頼

地域経営会議の関係者などにも依頼

市役所職員：藤沢市役所で実務に携わっている観点での回答を依頼

■分析方法

「実現度」と「重視度」の２つの数字の傾向から、各課題を重み付けする

13地区ごとに「注目課題」を分析・全市的な「注目課題」の傾向を確認

対象者による傾向の違いを確認



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

（参考）青森市での生活価値の重みづけ（分類）の方法

【 定 義 】

『魅力度』 ＝「満足（回答選択肢の“やや満足”と“満足”の和）」×重要選択率

『ニーズ度』 ＝「不満（回答選択肢の“やや不満”と“不満”の和）」×重要選択率

【 分析対象 】

■A）全体 … まちなか居住誘導エリア内の住民

■B）仕事層 … 50代以下で1～2人暮らし

■C）子育て層 … 20代～40代で3人以上暮らし

■D）高齢層 … 60代以上

■E）既存暮らし方層 … 従来のライフスタイルの住民

■F）新暮らし方層 … マンション住まいの新しいくらし方の住民

【 抽出方法 】

生活価値の各項目の魅力度・ニーズ度で

分類（安心、楽しい…）ごとの平均以上

の項目を抽出

【
魅
力
度
】

【ニーズ度】

高

高

低

低 平均

平均

油断大敵
戦略大事

より効率的
に魅力維持

協働型の
課題解決へ

とりあえず
先送り

18



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

（参考）重みづけされた生活価値（A．全体、全42項目）

安心だ 楽しい お手頃・気軽・楽ちんだ つながり ためになる・役に立つ

買
う

1)思い立ったとき買い物に出か
けやすい

1)いろいろなお店や品物と出
会える

1)「ついで買い」がしやすい（散
歩しながらなど）
2)「とっさ買い」がしやすい（夕
食前も後も、会合の前後、仕事
帰りなど）

1)なじみのお店がある・融通が
利く

1)よいもの、新しいもの、珍しい
ものなどが買える
2)品物やサービスに詳しくなれ
る

食
べ
る

6)地域の豊かな山海の幸を食べ
られる
7)安全で質の良い食材を食べら
れる

5)なじみの店で食事ができる
6)友だちや家族といっしょにくつ
ろいで食事ができる
7)郷土食や地域の食材を使っ
た食事ができる

4)レストランから手軽な屋台ま
で、目的や時間にあわせて食
事ができる
5)高級・Ｂ級、予算にあわせて
いろいろなメニューを楽しめる
6)にぎやか、しんみり、おしゃれ、
気分にあわせて食事ができる

遊
ぶ

8)子どもが元気に遊べる場所が
あること

8)いろいろな楽しみ、遊びがで
きる（映画もネットカフェもつり
もヨットも）
9)いつでも、四季折々に楽し
みがある（ねぶたも雪祭りも）

8)お祭りやイベントに足を運び
やすい

9)身近な地域の祭りやイベント
がある
11)子どもたちの遊ぶ声や姿が
ある

7)趣味を始めたり同好の集いを
開きやすい
8)ねぶたなどを毎日楽しみ自慢
できる
9)映画やイベント・コンサートを
楽しめる

学
ぶ

14)教育・文化の施設に行き来し
やすい

11)図書館で静かに知的に楽
しめる

10)図書館など文化施設や教養
講座に行きやすい

14)図書館や学校が近くて集ま
りやすい

10)学校、進学塾、図書館など
学ぶ環境が充実している

住
む

16)病院や働く場所が近くて安心
できる
17)冬の暮らしの負担（雪かき）が
小さい

14)青森らしい祭りやイベント
が近くである
15)身近な風景に青森らしさが
ある
17)冬も歩きやすく、暮らしを楽
しめる

13)バス・電車にも、自転車にも
乗りやすい
14)歩く範囲でたいがいの用が
足せる
15)近くに病院や働く場所があ
る
16)天候や季節をあまり気にし
なくていい

16)いろいろな世代や地域の人
と知りあい交流できる
17)他人とほどよいふれあいが
できる

16)自然、季節を感じながら暮ら
せる
17)住みたい、住み続けたいと
思える

※ 赤字・・・魅力度・ニーズ度が共に平均以上（17）、緑字・・・魅力度のみ平均以上（13）、青字・・・ニーズ度のみ平均以上（12）

19



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

５．基本計画づくりの流れ【指標づくり】

～ 「まちづくり指標」の設定（5-6月） ～

20

5-1． ⑤「まちづくり指標」の検討と設定 － P.18

5-2． ⑥「まちづくり指標」の現状値調査 － P.19

5-3． ⑦「めざそう値」「役割期待値」の調査 － P.20



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

5-1． ⑤「まちづくり指標」の検討と設定

◆ 目的

各「課題」を「指標」にすることで、課題の現状を評価できるようにする

協働で改善に取り組む指標として設定する

21

◆ 方法

検討ワークシートを用いて話し合う

※「② “気づき”の深掘り」「③ “気づき”の整理・分析・集約」で作成した

“気づき”の論理構造などを参考にすることで、検討が行いやすくなる



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

5-2． ⑥「まちづくり指標」の現状値調査

◆ 目的

「課題」を指標にした「まちづくり指標」の現状の値を確認することで、

置かれている現状を把握する

22

◆ 方法

既存の統計データや、市民アンケート調査、新たなデータ収集等で指標の

現状を把握する



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

5-3． ⑦「めざそう値」「役割期待値」の調査 23

◆ 目的

・藤沢市で活動している実感として、「まちづくり指標」の値がどこまで改善したら、藤沢市や

各地区が良くなったといえると思うかを調査する。

・その値を集約することで、関係者や実務家がどのように考えているかを、お互いに共有し、

共通の目標として設定する。

・実際に改善するには、誰の役割が期待されると思うかについても調査し、共有する。

◆ 方法

■調査内容

・藤沢市で活動している実感から、「まちづくり指標」について数年後に実現していたい値

（めざそう値）、誰が改善の役割を担っていると思うか（役割期待値）をお聞きする。

・「めざそう値」は、現状値の傾向などを参考に回答。

・「役割期待値」は、自助・共助・公助などの観点について、5段階で回答。加えて、具体的に

どのような役割が期待されるかについて、記述してもらう。

■対象者

・各「課題」に携わっている方

・100人委員会委員、地域経営会議の関係者

・市役所職員

■分析方法

・めざそう値は、平均値（または中央値）を算出。

・13地区ごとのデータ、全市のデータ、対象者による違いなどを併記して情報提供をする。



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

６．基本計画づくりの流れ【まとめる】

～ 「地域まちづくり計画」として記述（7月）～

24

6-1． ⑧「基本計画書」を記述 － P.22



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

6-1． ⑧「基本計画書」を記述

◆ 目的

（次の段階で）実施計画を策定する際の基本情報として活用

25

◆ 方法

・「ふじさわ未来課題」「まちづくり指標」などの現状や傾向について解説。

・各地区ごとの考え方などを整理し、実施計画（13地区別まちづくり実施

計画）に繋げる



第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

（参考）「実施計画」では… 26

理念の共有理念の共有

基本構想 基本計画 実施計画

都
市
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
目
標
・
重
点
戦
略
テ
ー
マ

施
策
の
体
系
・
進
捗
管
理
等

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

実施計画【行政】

【地域経営会議】

地域経営実施計画

13地区別
まちづくり実施計画

財
政
計
画

財
政
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「ふじさわ未来課題」の実現を目指して、具体的に“実施”をするための

計画 を策定する

(1)市域全体の実施計画

(2)地域経営実施計画

（13地区別のまちづくり実施計画）

(3)短期財政計画（３年）

何を実施すると良いかを、地区ごと

に戦略的に検討する。その結果は

「まちづくり指標」で評価しながら、

進めていく



第4回 地域戦略100人委員会（11/28） に向けて

①“気づき”の収集の準備活動
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① 気 き の収集の準備活動

– 目的

• “気づき（＝生活実感＆活動実感）”について、藤沢市民の皆さんの
実感を丹念に洗 出し 実態を捉える実感を丹念に洗い出し、実態を捉える

• 自信を持って「丹念に洗い出した!」と言えることを目指す！

– 次回までに– 次回までに

• 誰に・どのようにして、“気づき”を聞くかを検討

– 地域経営会議の関係者は、次回、各地区でどのように取り組む
かを提案！（5分間の発表を予定）

– 領域などでグループを編成・検討（日程が合う方）

• 「気づきシ ト」の作成 配布 回収• 「気づきシート」の作成・配布・回収

– 自分でも、幅広く書く。次回に持参をして共有

– いろいろな人に話を聞いてみる。な人 話を聞 みる。
（しっかりと聞いた方が良い方に話を聞くときは「深掘りシート」も
利用しましょう）

徹底的に集めること 作成することに挑戦しましょう！

第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））

– 徹底的に集めること、作成することに挑戦しましょう！

※ 気づきシートは1月末まで集めます。

28

②“気づき”の深掘り

– 目的

• 委員自身による“気づき”や、地区で調べたことなどを
深掘りし、実態をより深く理解する、解きほぐす。

– 次回は？

• 「深掘りシート」を、誰と深掘りするかを検討する予定。

（次回を想定して、考えておきましょう）

• 先行して深掘りを推進をしてもOKです！

第第33回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2009/11/12009/11/1））



藤沢市地域戦略 100 人委員会 

気づきの深掘りシート 
 
 このシートは、それぞれの地区や活動領域で実感した“気づき”を、掘り下げて分析していくものです。この

内容を参考に「ふじさわ未来課題（カイゼン＆伸ばすこと）」や、そこに向けた計画を検討・実施していきます！ 
 
１【気づき】“気づき”の内容を簡単にお書きください。（１つの課題に１枚のシートを使用してください） 

あてはまる方に○ 
地区や活動領域での“気づき”（良いこと・心地よい体験、生活/活動していて気になったこと、魅力・自慢… ） 

いつも思う ときどき思う 

 
 
 

  

2【きっかけ】その“気づき”は、いつから、また、どのようなことがきっかけで出されたと考えられますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
3【原因・背景】（２を参考に）そのことは、なぜ起きていると考えられますか？何が影響していると考えられますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４【理想の姿】そのことについて、30 年後には、どのような状態になっていることが望ましいですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
5【課題】(4 の実現には)誰が何をすること、何をどうすることが必要ですか？地域ではどのようなことができますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6【障壁】質問 5 で答えたことを、実際にしようとしたときに、障壁になりそうなことは何ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 

地区 領域 
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藤沢市での生活や活動からの“気づき”の調査
�
�この用紙は、一定期間、手元に置いておき、あなたの藤沢市での生活や活動からの「気づき」を、
�随時、箇条書きで記入してください。(「地区」と「領域」の両方を記入したい場合は、(1)の1つ
�にマークし、それぞれ別の用紙にお書きください。欄や用紙の不足時はコピーしてお使いください)
�
(1) この用紙は、何について記入するものですか？（1つ選択）

地区について 領域（テーマ）について 地区や領域は指定しない

(2) 【(1)で「地区について」を選んだ方のみ】あなたの地区をお答えください。(1つ選択)
片瀬 鵠沼 辻堂 村岡 藤沢 明治 善行

湘南
�大庭

六会 湘南台 遠藤 長後 御所見 その他

(3) 【(1)で「領域について」を選んだ方のみ】この用紙に記入する領域をお答えください。(1つ選択）
子育て・教育 安全・安心 福祉・医療 環境

産業 芸術・文化・地域
コミュニティ

地域のまちづくり
活動

その他

�
(4) 最近実感した、藤沢市の何か良いこと、楽しい・うれしい・心地よい経験

(5) 藤沢市で生活／活動をしていて、気づいたこと、気になったこと
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(6) あなたの地区（テーマ）の魅力・自慢・伸ばすこと

(7) あなたの地区（テーマ）の課題・改善すること

(8) この先「藤沢市で暮らす中でこんなことができたらなぁ」と思うこと

(9) あなたのお名前




